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＜改訂履歴＞ 

改訂年月日 改訂番号 Ver 改訂の内容 

2012.8.1 1.0 1.00 初版 

2014.4.11 1.1 2.00 各種アップロードにデータ取込機能システムの追加 

2014.4.30 1.2 2.00 改訂履歴(P.1)、取込機能の概要(P.2)の追加 

目次ページ番号修正(P.3)、画面修正（P.12,44,48,53,56,62,63） 

2014.6.7 1.3 2.00 目次修正(P.3)、画面修正（P.35,37,38,39,48,50,53）、 

添付資料修正(P.72) 

2014.7.1 1.4 2.00 初期設定画面に注意書き追加（P.13,35） 

2015.10.26 1.5 2.10 機能拡充 

①ダウンロード側任意フォーマット変換 

②定番入力の商品マスタインポート機能＆コピー機能 

③蔵出伝票入力の発注データ読込機能 

④アップロード側任意形式設定の初期値設定機能＆プレビュー機

能 

⑤コマンドラインのダウンロードファイル出力先設定機能 

目次修正(P.3)、画面修正(P.13～20,30,31,40,41,43～48,53,55)、バッ

チ説明修正(P.75) 

2016.9.2 1.5 2.11 任意形式発注ダウンロードの発注企業コード修正 

2017.7.21 1.6 2.12 アップロード時の件数制限追加 

目次修正(P.3)、件数制限の説明追加(P.22,26,54,59,65,71,75)、バッ

チメッセージ追加(P.81) 

2018.8.1 1.6 2.13 取込時の不具合修正、Proxy サーバ環境対応 

2019.7.1 1.7 2.13 改訂履歴にプログラムＶｅｒ追加 
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＜取込機能の概要＞ 

ＣＳＶ、テキスト
形式データ

送信側企業
自社システムより発注、蔵
出・納期回答、請求データ
を作成しＰＣの画面操作に
より送信

①データ取込

送信データ

②データ編集

各種マスタ

・利用者マスタ
・権限マスタ
・商品マスタ

③データ送信

ＦＴＰ

トナミEDIサーバー

トナミホスト
ﾌｫｰﾏｯﾄ
変換前

フォーマット変換処理

送信ファイル
１２８バイト

トナミEDIサーバー

ＦＴＰ

第二VAN送信
ファイル

第一VAN送信
ファイル

インターネットEDI
送信ファイル

第一VANへ送信 第二VAN利用
企業へ送信

受信データ
１２８バイト

受信データ
１２８バイト

ﾌｫｰﾏｯﾄ
変換後

受信データ振分

ＳＥＤＩＯ・ＤＢサーバ

受信側企業

ＳＥＤＩＯ第二ＶＡＮ

ダウンロード

インターネット

ＦＴＰ

ＳＥＤＩＯ標準フォーマット（１２８バイト）に
変換

各社にデータ振分処理

抽出・レイアウト変換

自社システム
各種データ

自社システムレイアウト
の各種ファイル

各種データの取込データを自社シス

テムのファイルより対象データを抽
出＆レイアウト変換を行なってＣＳＶ

やテキスト形式で作成

１２８バイト

ＰＣの画面操作によりＳＥＤＩＯ標準フォー
マット（１２８バイト）の各種データを取り
込み自社システムに受入

取込みデータ
画面表示
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   下記ＵＲＬにアクセスしてください 

  http://sedio-web.kedi21.ne.jp/sedio/download/index.asp 

 

 

ユーザＩＤと Password を入力し「ログオン」ボタンを押してください。 

注）ユーザＩＤと Password は事務局にお問い合わせください。 
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ダウンロードするシステムのボタンをクリックしてください 

ログオンした会員様に対応したシステム（発注システムと受注システム）のボタンが表示され

ます。 

注）必要なシステムのボタンが出ない場合は事務局までお問い合わせください。 

 

 

下記以降は受注システムの例です。発注システムも同様にインストールします。 

 

「実行」をクリック 

（保存をクリックし保存したファイルを実行しても可能） 

 

 

 

 

 

 

「実行する」をクリック 
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「次へ」をクリック 

 

 

 

「インストール」をクリック 
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「完了」をクリック 

 

インストールは完了です。完了するとデスクトップにショートカットが作成されます。 

 

 

また、スタートメニューに 

・ＳＥＤＩＯインターネットシステム 

  発注システム 

  受注システム 

 

というメニューが作成されます。 

 

 

デスクトップのショートカットまたはスタートメニューからシステムを起動してください 
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注）当システムの起動には Microsoft .NET Framework 2.0 以降が必要です 

  Microsoft .NET Framework 2.0 以降がインストールされていない場合、実行時にエラー

となります。 

Microsoft .NET Framework 2.0 は Windows Update または Microsoft Update でインス

トールできます。 

 

参考 

 

追加選択（ソフトウェア）の中にあります。 
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発注システム利用手引き 
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デスクトップ上のショートカットまたはスタートメニューから 

「インターネット発注システム」を起動してください。 

 

 

 

 

 

 

システム起動直後に表示されます 

 

 

 

 

 

 

最新のプログラムを確認します。 

 プログラム更新があった場合は指示に従い更新してください。（後述） 

 プログラム更新がない場合はシステムが起動します 
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最初の起動時に表示されます。（２回目以降は表示されません） 

ログインＩＤとパスワードを入力し「ログイン」をクリックしてください。 

注）ログインＩＤとパスワードは事務局に問い合わせください 

 

 

 

認証が正常に終了するとメインメニューが表示されます。 

（２回目からは直接メインメニューが表示されます。） 
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・初期設定 

メインメニューの「◆初期設定◆」をクリック 

 

・取込形式 

発注アップロードでの取込形式を指定します 

標準（１２８バイト） ・・・ １２８バイト形式での取込 

１１項目        ・・・ １１項目形式での取込（添付資料を参照） 

任意形式       ・・・ 任意形式のテキストファイルでの取込 

注）発注データを画面上で手入力する場合は１１項目を指定してください。 
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・書式設定 

任意形式取込の場合、自社ファイル入力のテキストファイルの形式を設定します。 

入力ファイルの形式は 

 ・固定長 

 ・ＣＳＶカンマ区切り 

 ・ＣＳＶタブ区切り 

の３形式が扱えます 

 

・発注 固定長 

 

１１項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対しては「開始カラム位置」と「終了カラム位

置」に 0 を指定し、「初期値」を指定する 
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・発注 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は入力のテキストファイルにヘッダー等が含まれる場合に読み込むデータ行位

置を指定します。 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対してはデータ位置に 0 を指定し、「初期値」

を指定します。 

 

・プレビュー 

設定した入力のテキストファイルの形式で取込を行った際に、どのように変換されるかを事前

に確認します。 

 

「プレビュー」をクリックし、入力のテキストファイルを開く 
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１件目のデータの変換結果が表示される 
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・ダウンロード形式（自社ファイルへのダウンロード型式の指定） 

蔵出・納期回答・請求ダウンロードでのダウンロード形式を指定します 

標準（１２８バイト） ・・・ １２８バイト形式でのダウンロード 

２４項目       ・・・ 蔵出２４項目形式でのダウンロード（添付資料を参照） 

１５項目       ・・・ 納期回答１５項目形式でのダウンロード（添付資料を参照） 

 ６項目       ・・・ 請求６項目形式でのダウンロード（添付資料を参照） 

任意形式       ・・・ 任意形式のテキストファイルでのダウンロード 

 

注）標準（１２８バイト）以外を指定した場合、ダウンロードしたファイルは「ダウンロード

フォルダ内の FormatHenkango」フォルダに出力されます。 

 

・書式設定 

任意形式ダウンロードの場合、自社ファイル入力のテキストファイルの形式を設定します。 

入力ファイルの形式は 

 ・固定長 

 ・ＣＳＶカンマ区切り 

 ・ＣＳＶタブ区切り 

の３形式が扱えます 

 

・蔵出 固定長 

 

２４項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 
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・蔵出 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は出力のテキストファイルにヘッダー等を含む場合に書き出すデータ行位置を

指定します。 

・納期回答 固定長 

 

１５項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 
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・納期回答 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は出力のテキストファイルにヘッダー等を含む場合に書き出すデータ行位置を

指定します。 

 

・請求 固定長 

 

６項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 
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・請求 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は出力のテキストファイルにヘッダー等を含む場合に書き出すデータ行位置を

指定します。 
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・発注アップロード 

メインメニューの「◆発注アップロード◆」をクリック 

取込形式（標準１２８バイトとそれ以外）によりメニューが変化します 

 

標準１２８バイト形式の場合 

 

「発注アップロード」クリック 

 

アップロードするファイルがあった場合 

 

「はい」をクリック 

 

アップロードが始まります。 

１００％でアップロード完了です。 
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１度にアップロード可能なレコード件数に上限が設定されました。 

アップロードする全てのファイルのレコード件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセ

ージが表示されます。このメッセージが表示された場合、ファイルを減らす等、レコード件数

合計が上限を下回るようにして、再度アップロードを行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・発注送信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

 

注）アップロードするファイルを格納するフォルダはシステムをインストールしたフォルダ配

下に作成されます。変更したい場合はメインメニューの初期設定で変更してください 

 

  最初に作成されるフォルダ 

    アップロードするファイルを格納するフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥UpLoad 

    アップロード済みのファイルが格納されるフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥Completion 

        ダウンロードするファイルが格納されるフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥DownLoad 
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１１項目形式、任意形式の場合 

 

「発注入力・送信」クリック 

・発注伝票一覧 

 

すでに取込済みで送信前の伝票が表示されます。 

 

・発注伝票一覧 検索 

画面上記の各項目を入力し「検索実行」クリックで伝票を検索します。検索項目に合致した伝

票が表示されます。項目を何も入力せずに「検索実行」クリックした場合は全伝票が表示され

ます。 
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・発注伝票一覧 取込 

初期設定で設定した取込形式に対応したテキストファイルを取り込みます 

 

 

取り込むテキストファイルを選択し「開く」をクリック 

 

 

取込が開始されます。１００％で完了です 

 

完了すると伝票件数と明細行数が表示され伝票一覧表に追加されます。 

 

※取込時にエラーがあった場合は伝票一覧表のステータス項目に「エラー」と表示されます。 

 エラー内容は「修正」ボタンをクリックし発注入力画面で確認してください。 

 

・発注伝票一覧 全行選択 

伝票一覧のチェックボックスを全行ＯＮ・ＯＦＦします。チェックボックスＯＮは送信と削除

の対象になります 
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・発注伝票一覧 新規作成 

発注データを新規で作成します。「発注入力」を参照してください 

 

・発注伝票一覧 削除 

不要な伝票を削除します。一覧上の「削除」はその伝票のみの削除。画面下部の「削除」はチ

ェックボックスＯＮの伝票を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・発注伝票一覧 送信 

伝票一覧でチェックボックスＯＮのデータを送信します。ステータスがエラーの伝票は送信で

きません。 

 

「送信」をクリック 

 

「はい」クリックで送信開始 

 

１００％で送信完了です。 

 

 

正常に送信が完了した伝票は一覧から削除されます。 

 

一度に送信可能な明細件数に上限が設定されました。 

送信する全ての伝票の明細件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセージが表示されま

す。このメッセージが表示された場合、伝票一覧のチェックボックスＯＮのデータを減らして、
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再度送信を行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・発注入力 

発注伝票一覧で「新規作成」または「修正」クリックで表示されます。 

 

 

・発注入力 伝票情報 

伝票のヘッダー部分の情報です。必要に応じ入力・修正してください。 

 

・発注入力 行追加 

明細最終行の下に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・発注入力 行挿入 

指定行（緑の行）の上に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・発注入力 行削除 

不要な明細を削除します。明細上の「削除」はその行のみの削除。画面下部の「行削除」はチ

ェックボックスＯＮの明細を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・発注入力 伝票削除 

伝票そのものを削除します。削除後、伝票一覧画面に戻ります。 

 

・発注入力 取消 

修正を取り消し修正前に戻します。  注）登録後は戻りません。 
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・発注入力 登録 

入力・修正内容を保存します。内容に不具合があれば内容が表示されます。 

 

・発注入力 定番検索 

あらかじめ登録した定番を検索し明細に追加します 

「定番№」を入力し「検索」クリックで一覧表示されます。定番№は部分指定が可能です。何

も入力せずに検索することで全件表示されます。 

 

該当する定番をダブルクリックで明細に追加することができます 
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明細上での操作 

・発注入力 発注先検索 

発注先コードを入力しその項目をダブルクリックすることで発注先名がマスタからセットさ

れます。 

発注先コードがわからない場合は何も入力せずにダブルクリックすることで発注権限のある

企業の一覧が表示されます。 

 

該当する取引先をダブルクリックすることでコードと名前が明細にセットされます。 

 

・発注入力 商品検索 

ＪＡＮコードまたは商品品番を入力しそのどちらかをダブルクリックすることで入力内容に

合致した商品が一覧表示されます。 

入力内容はそれぞれ部分一致（ＪＡＮまたは品番の一部だけの指定）で検索されます。 

何も入力せずにダブルクリックした場合は全件検索されます。 
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検索結果はＭＡＸ１００件のみの表示となります。 

該当する商品をダブルクリックすることで明細にセットされます。 

 

 

・発注送信履歴 

発注アップロード画面で「発注送信履歴」をクリック 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 
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・定番登録 

発注アップロード画面で「定番表登録」をクリック 

 

すでに登録済みの定番が表示されます。 

 

・定番登録 全行選択 

定番一覧のチェックボックスを全行ＯＮ・ＯＦＦします。チェックボックスＯＮは削除の対象

になります 

 

・定番登録 新規作成 

定番の発注データを新規で作成します。「定番入力」を参照してください 

 

・定番登録 修正 

定番の発注データを修正します。「定番入力」を参照してください。 

 

・定番登録 複写 

定番の発注データをコピーして作成します。「定番入力」を参照してください 

 

・定番登録 削除 

不要な定番を削除します。一覧上の「削除」はその定番のみの削除。画面下部の「削除」はチ

ェックボックスＯＮの定番を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 
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・定番入力 

定番一覧で「新規作成」または「修正」または「複写」クリックで表示されます。 

 

・定番入力 取込 

商品マスタファイルの内容を取込みます。取り込む形式は、商品マスタダウンロードのフォー

マット（ＣＳＶ）になります。 

正常に取り込まれると、明細情報に追加されます。 

 

注）上記以外の入力方法は「発注入力」を参照願います。
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・蔵出・納期回答ダウンロード 

メインメニューの「◆蔵出・納期回答ダウンロード◆」をクリック 

 

「蔵出・納期回答ダウンロード」をクリック 

データがあった場合 

 

「はい」をクリック 

 

ダウンロードが始まります。 

１００％でダウンロード完了です。 

 

注）ダウンロードファイルのファイル名 

  蔵出 yyyymmddhhmmss.txt 

            yyyymmddhhmmss はダウンロードした日時 
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・蔵出・納期回答受信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

・再ダウンロード 

再度ダウンロードする場合は該当する履歴の行をクリック（行の色が緑になります）し「再ダ

ウンロード」をクリックしてください。 
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・請求ダウンロード 

メインメニューの「◆請求ダウンロード◆」をクリック 

 

「請求ダウンロード」をクリック 

データがあった場合 

 

「はい」をクリック 

 

ダウンロードが始まります。 

１００％でダウンロード完了です。 

 

注）ダウンロードファイルのファイル名 

  請求 yyyymmddhhmmss.txt 

            yyyymmddhhmmss はダウンロードした日時 
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・請求受信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

・再ダウンロード 

再度ダウンロードする場合は該当する履歴の行をクリック（行の色が緑になります）し「再ダ

ウンロード」をクリックしてください。 
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・システムに更新がある場合 

システム起動時、更新がある場合 

 

「はい」をクリックで更新処理が行われ終了すると新しいシステムが起動します。 

「いいえ」をクリックすると更新は行われず旧システムで起動します 

 

注）更新がある場合はサーバー側のシステムも更新されている可能性がありその場合「いいえ」

をクリックし旧システムを起動すると整合性がとれず起動しない（起動しても正しく動作しな

い）恐れがありますので通常は「はい」をクリックし更新を行ってください。 

 

注）更新バージョンは番号が飛ぶ場合や上記の動作が複数回行われる場合があります。 

  更新がなくなるまで続けてください。 
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受注システム利用手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット受発注システム 
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デスクトップ上のショートカットまたはスタートメニューから 

「インターネット受注システム」を起動してください。 

 

 

 

 

 

 

システム起動直後に表示されます 

 

 

 

 

 

 

最新のプログラムを確認します。 

 プログラム更新があった場合は指示に従い更新してください。（後述） 

 プログラム更新がない場合はシステムが起動します 
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最初の起動時に表示されます。（２回目以降は表示されません） 

ログインＩＤとパスワードを入力し「ログイン」をクリックしてください。 

注）ログインＩＤとパスワードは事務局に問い合わせください 

 

 

 

認証が正常に終了するとメインメニューが表示されます。 

（２回目からは直接メインメニューが表示されます。） 
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・初期設定 

メインメニューの「◆初期設定◆」をクリック 

 

 

・ダウンロード形式 

発注ダウンロードでのダウンロード形式を指定します 

標準（１２８バイト） ・・・ １２８バイト形式でのダウンロード 

１１項目       ・・・ 発注１１項目形式でのダウンロード（添付資料を参照） 

任意形式       ・・・ 任意形式のテキストファイルでのダウンロード 

 

注）標準（１２８バイト）以外を指定した場合、ダウンロードしたファイルは「ダウンロード

フォルダ内の FormatHenkango」フォルダに出力されます。 
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・書式設定 

任意形式ダウンロードの場合、自社ファイルへのダウンロード入力のテキストファイルの形式

を設定します。 

入力ファイルの形式は 

 ・固定長 

 ・ＣＳＶカンマ区切り 

 ・ＣＳＶタブ区切り 

の３形式が扱えます 

 

・発注 固定長 

 

１１項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 

 

・発注 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は出力のテキストファイルにヘッダー等を含む場合に書き出すデータ行位置を

指定します。 
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・取込形式 

蔵出・納期回答・請求アップロードでの取込形式を指定します 

標準（１２８バイト） ・・・ １２８バイト形式での取込 

２４項目        ・・・ 蔵出２４項目形式での取込（添付資料を参照） 

１５項目        ・・・ 納期回答１５項目形式での取込（添付資料を参照） 

 ６項目        ・・・ 請求６項目形式での取込（添付資料を参照） 

任意形式       ・・・ 任意形式のテキストファイルでの取込 

 

注）蔵出データを画面上で手入力する場合は２４項目を指定してください 

  納期回答データを画面上で手入力する場合は１５項目を指定してください 

  請求データを画面上で手入力する場合は６項目を指定してください 

 

・書式設定 

任意形式取込の場合、入力のテキストファイルの形式を設定します。 

入力ファイルの形式は 

 ・固定長 

 ・ＣＳＶカンマ区切り 

 ・ＣＳＶタブ区切り 

の３形式が扱えます 
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・蔵出 固定長 

 

２４項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対しては「開始カラム位置」と「終了カラム位

置」に 0 を指定し、「初期値」を指定する 
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・蔵出 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は入力のテキストファイルにヘッダー等が含まれる場合に読み込むデータ行位

置を指定します。 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対してはデータ位置に 0 を指定し、「初期値」

を指定します。 
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・納期回答 固定長 

 

１５項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対しては「開始カラム位置」と「終了カラム位

置」に 0 を指定し、「初期値」を指定する 
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・納期回答 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は入力のテキストファイルにヘッダー等が含まれる場合に読み込むデータ行位

置を指定します。 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対してはデータ位置に 0 を指定し、「初期値」

を指定します。 
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・請求 固定長 

 

６項目に対応したデータの位置を「開始カラム位置」「終了カラム位置」で指定する 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対しては「開始カラム位置」と「終了カラム位

置」に 0 を指定し、「初期値」を指定する 

 

・請求 ＣＳＶカンマ区切り ＣＳＶタブ区切り 

 

カンマまたはタブで区切られた各データ位置を指定します。 

データ開始行は入力のテキストファイルにヘッダー等が含まれる場合に読み込むデータ行位

置を指定します。 

入力のテキストファイルで用意できない項目に対してはデータ位置に 0 を指定し、「初期値」

を指定します。 
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・プレビュー 

設定した入力のテキストファイルの形式で取込を行った際に、どのように変換されるかを事前

に確認します。 

 

「プレビュー」をクリックし、入力のテキストファイルを開く 

 

１件目のデータの変換結果が表示される 

 

 



 - 51 - 

・発注ダウンロード 

メインメニューの「◆発注ダウンロード◆」をクリック 

 

「発注ダウンロード」をクリック 

データがあった場合 

 

「はい」をクリック 

 

ダウンロードが始まります。 

１００％でダウンロード完了です。 

 

注）ダウンロードファイルのファイル名 

  発注 yyyymmddhhmmss.txt 

            yyyymmddhhmmss はダウンロードした日時 
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・発注受信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

・再ダウンロード 

再度ダウンロードする場合は該当する履歴の行をクリック（行の色が緑になります）し「再ダ

ウンロード」をクリックしてください。
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・蔵出・納期回答アップロード 

メインメニューの「◆蔵出・納期回答アップロード◆」をクリック 

取込形式（標準１２８バイトとそれ以外）によりメニューが変化します 

 

標準１２８バイト形式の場合 

 

「蔵出・納期回答アップロード」クリック 

アップロードするファイルがあった場合 

 

「はい」をクリック 

 

アップロードが始まります。 

１００％でアップロード完了です。 
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１度にアップロード可能なレコード件数に上限が設定されました。 

アップロードする全てのファイルのレコード件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセ

ージが表示されます。このメッセージが表示された場合、ファイルを減らす等、レコード件数

合計が上限を下回るようにして、再度アップロードを行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・蔵出・納期回答送信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

 

注）アップロードするファイルを格納するフォルダはシステムをインストールしたフォルダ配

下に作成されます。変更したい場合はメインメニューの初期設定で変更してください 

 

  最初に作成されるフォルダ 

    アップロードするファイルを格納するフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥UpLoad 

    アップロード済みのファイルが格納されるフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥Completion 

        ダウンロードするファイルが格納されるフォルダ 

     C:¥SEDIO_WEB¥DownLoad 
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蔵出２４項目形式、任意形式の場合 

 

「蔵出入力・送信」クリック 

・蔵出伝票一覧 

 

すでに取込済みで送信前の伝票が表示されます。 
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・蔵出伝票一覧 検索 

画面上記の各項目を入力し「検索実行」クリックで伝票を検索します。検索項目に合致した伝

票が表示されます。項目を何も入力せずに「検索実行」クリックした場合は全伝票が表示され

ます。 

 

・蔵出伝票一覧 取込 

初期設定で設定した取込形式に対応したテキストファイルを取り込みます 

 

 

取り込むテキストファイルを選択し「開く」をクリック 

 

 

取込が開始されます。１００％で完了です 

 

完了すると伝票件数と明細行数が表示され伝票一覧表に追加されます。 

 

※取込時にエラーがあった場合は伝票一覧表のステータス項目に「エラー」と表示されます。 

 エラー内容は「修正」ボタンをクリックし蔵出入力画面で確認してください。 
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・蔵出伝票一覧 全行選択 

伝票一覧のチェックボックスを全行ＯＮ・ＯＦＦします。チェックボックスＯＮは送信と削除

の対象になります 

 

・蔵出伝票一覧 新規作成 

蔵出データを新規で作成します。「蔵出入力」を参照してください 

 

・蔵出伝票一覧 発注参照 

発注データ（標準 128 バイト形式）ファイルを読み込み、蔵出データを作成します。 

 

・蔵出伝票一覧 削除 

不要な伝票を削除します。一覧上の「削除」はその伝票のみの削除。画面下部の「削除」はチ

ェックボックスＯＮの伝票を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・蔵出伝票一覧 送信 

伝票一覧でチェックボックスＯＮのデータを送信します。ステータスがエラーの伝票は送信で

きません。 

 

「送信」をクリック 

 

「はい」クリックで送信開始 

 

１００％で送信完了です。 
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正常に送信が完了した伝票は一覧から削除されます。 

 

一度に送信可能な明細件数に上限が設定されました。 

送信する全ての伝票の明細件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセージが表示されま

す。このメッセージが表示された場合、伝票一覧のチェックボックスＯＮのデータを減らして、

再度送信を行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・蔵出入力 

蔵出伝票一覧で「新規作成」または「修正」クリックで表示されます。 

 

 

・蔵出入力 伝票情報 

伝票のヘッダー部分の情報です。必要に応じ入力・修正してください。 

 

・蔵出入力 行追加 

明細最終行の下に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・蔵出入力 行挿入 

指定行（緑の行）の上に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・蔵出入力 行削除 

不要な明細を削除します。明細上の「削除」はその行のみの削除。画面下部の「行削除」はチ

ェックボックスＯＮの明細を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・蔵出入力 伝票削除 

伝票そのものを削除します。削除後、伝票一覧画面に戻ります。 

 

・蔵出入力 取消 

修正を取り消し修正前に戻します。  注）登録後は戻りません。 
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・蔵出入力 登録 

入力・修正内容を保存します。内容に不具合があれば内容が表示されます。 

 

 

明細上での操作 

・蔵出入力 商品検索 

ＪＡＮコードまたは商品品番を入力しそのどちらかをダブルクリックすることで入力内容に

合致した商品が一覧表示されます。 

入力内容はそれぞれ部分一致（ＪＡＮまたは品番の一部だけの指定）で検索されます。 

何も入力せずにダブルクリックした場合は全件検索されます。 

 

検索結果はＭＡＸ１００件のみの表示となります。 

該当する商品をダブルクリックすることで明細にセットされます。 
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納期回答１５項目形式、任意形式の場合 

 

「納期回答入力・送信」クリック 

・納期回答伝票一覧 

 

すでに取込済みで送信前の伝票が表示されます。 
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・納期回答伝票一覧 検索 

画面上記の各項目を入力し「検索実行」クリックで伝票を検索します。検索項目に合致した伝

票が表示されます。項目を何も入力せずに「検索実行」クリックした場合は全伝票が表示され

ます。 

 

・納期回答伝票一覧 取込 

初期設定で設定した取込形式に対応したテキストファイルを取り込みます 

 

 

取り込むテキストファイルを選択し「開く」をクリック 

 

 

取込が開始されます。１００％で完了です 

 

完了すると伝票件数と明細行数が表示され伝票一覧表に追加されます。 

 

※取込時にエラーがあった場合は伝票一覧表のステータス項目に「エラー」と表示されます。 

 エラー内容は「修正」ボタンをクリックし納期回答入力画面で確認してください。 
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・納期回答伝票一覧 全行選択 

伝票一覧のチェックボックスを全行ＯＮ・ＯＦＦします。チェックボックスＯＮは送信と削除

の対象になります 

 

・納期回答伝票一覧 新規作成 

納期回答データを新規で作成します。「納期回答入力」を参照してください 

 

・納期回答伝票一覧 削除 

不要な伝票を削除します。一覧上の「削除」はその伝票のみの削除。画面下部の「削除」はチ

ェックボックスＯＮの伝票を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・納期回答伝票一覧 送信 

伝票一覧でチェックボックスＯＮのデータを送信します。ステータスがエラーの伝票は送信で

きません。 

 

「送信」をクリック 

 

「はい」クリックで送信開始 

 

１００％で送信完了です。 

 

 

正常に送信が完了した伝票は一覧から削除されます。 
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一度に送信可能な明細件数に上限が設定されました。 

送信する全ての伝票の明細件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセージが表示されま

す。このメッセージが表示された場合、伝票一覧のチェックボックスＯＮのデータを減らして、

再度送信を行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・納期回答入力 

納期回答伝票一覧で「新規作成」または「修正」クリックで表示されます。 

 

 

・納期回答入力 伝票情報 

伝票のヘッダー部分の情報です。必要に応じ入力・修正してください。 

 

・納期回答入力 行追加 

明細最終行の下に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・納期回答入力 行挿入 

指定行（緑の行）の上に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・納期回答入力 行削除 

不要な明細を削除します。明細上の「削除」はその行のみの削除。画面下部の「行削除」はチ

ェックボックスＯＮの明細を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・納期回答入力 伝票削除 

伝票そのものを削除します。削除後、伝票一覧画面に戻ります。 

 

・納期回答入力 取消 

修正を取り消し修正前に戻します。  注）登録後は戻りません。 

 



 - 67 - 

・納期回答入力 登録 

入力・修正内容を保存します。内容に不具合があれば内容が表示されます。 

 

 

伝票情報上での操作 

・納期回答入力 商品検索 

ＪＡＮコードまたは商品品番を入力し商品検索ボタンをクリックすることで入力内容に合致

した商品が一覧表示されます。 

入力内容はそれぞれ部分一致（ＪＡＮまたは品番の一部だけの指定）で検索されます。 

何も入力せずに商品検索ボタンをクリックした場合は全件検索されます。 

 

検索結果はＭＡＸ１００件のみの表示となります。 

該当する商品をダブルクリックすることで伝票情報にセットされます。 
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明細上での操作 

・納期回答入力 送信先検索 

送信先コードを入力しその項目をダブルクリックすることで送信先名がマスタからセットさ

れます。 

送信先コードがわからない場合は何も入力せずにダブルクリックすることで権限のある企業

の一覧が表示されます。 

 

該当する取引先をダブルクリックすることでコードと名前が明細にセットされます。 

 

・納期回答入力 発注日・出荷日入力 

日付を入力する場合、その項目上でダブルクリックすることで日付入力ができます。 

 

該当する日付をクリックで明細にセットされます。
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・蔵出・納期回答送信履歴 

蔵出・納期回答アップロード画面で「蔵出・納期回答送信履歴」をクリック 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 
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・請求アップロード 

メインメニューの「◆請求アップロード◆」をクリック 

取込形式（標準１２８バイトとそれ以外）によりメニューが変化します 

 

 

 

標準１２８バイト形式の場合 

 

「請求アップロード」クリック 

アップロードするファイルがあった場合 

 

「はい」をクリック 
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アップロードが始まります。 

１００％でアップロード完了です。 

 

１度にアップロード可能なレコード件数に上限が設定されました。 

アップロードする全てのファイルのレコード件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセ

ージが表示されます。このメッセージが表示された場合、ファイルを減らす等、レコード件数

合計が上限を下回るようにして、再度アップロードを行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 

 

・請求送信履歴 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので

該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 
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請求６項目形式、任意形式の場合 

 

「請求入力・送信」クリック 

 

・請求伝票一覧 

 

すでに取込済みで送信前の伝票が表示されます。 
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・請求伝票一覧 検索 

画面上記の各項目を入力し「検索実行」クリックで伝票を検索します。検索項目に合致した伝

票が表示されます。項目を何も入力せずに「検索実行」クリックした場合は全伝票が表示され

ます。 

 

・請求伝票一覧 取込 

初期設定で設定した取込形式に対応したテキストファイルを取り込みます 

 

 

取り込むテキストファイルを選択し「開く」をクリック 

 

 

取込が開始されます。１００％で完了です 

 

完了すると伝票件数と明細行数が表示され伝票一覧表に追加されます。 

 

※取込時にエラーがあった場合は伝票一覧表のステータス項目に「エラー」と表示されます。 

 エラー内容は「修正」ボタンをクリックし請求入力画面で確認してください。 
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・請求伝票一覧 全行選択 

伝票一覧のチェックボックスを全行ＯＮ・ＯＦＦします。チェックボックスＯＮは送信と削除

の対象になります 

 

・請求伝票一覧 新規作成 

請求データを新規で作成します。「請求入力」を参照してください 

 

・請求伝票一覧 削除 

不要な伝票を削除します。一覧上の「削除」はその伝票のみの削除。画面下部の「削除」はチ

ェックボックスＯＮの伝票を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・請求伝票一覧 送信 

伝票一覧でチェックボックスＯＮのデータを送信します。ステータスがエラーの伝票は送信で

きません。 

 

「送信」をクリック 

 

「はい」クリックで送信開始 

 

１００％で送信完了です。 

 

 

正常に送信が完了した伝票は一覧から削除されます。 
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一度に送信可能な明細件数に上限が設定されました。 

送信する全ての伝票の明細件数合計が上限を超えていた場合、以下のメッセージが表示されま

す。このメッセージが表示された場合、伝票一覧のチェックボックスＯＮのデータを減らして、

再度送信を行ってください。 

 

 

なお、上限の件数は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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・請求入力 

請求伝票一覧で「新規作成」または「修正」クリックで表示されます。 

 

 

・請求入力 伝票情報 

伝票のヘッダー部分の情報です。必要に応じ入力・修正してください。 

 

・請求入力 行追加 

明細最終行の下に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・請求入力 行挿入 

指定行（緑の行）の上に空行を追加します。明細を入力してください。 

 

・請求入力 行削除 

不要な明細を削除します。明細上の「削除」はその行のみの削除。画面下部の「行削除」はチ

ェックボックスＯＮの明細を削除します。まとめて削除する場合に使用します。 

 

・請求入力 伝票削除 

伝票そのものを削除します。削除後、伝票一覧画面に戻ります。 

 

・請求入力 取消 

修正を取り消し修正前に戻します。  注）登録後は戻りません。 
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・請求入力 登録 

入力・修正内容を保存します。内容に不具合があれば内容が表示されます。 

 

 

伝票情報上での操作 

・請求入力 明細合計からコピー 

明細の金額を合計したものをヘッダーの今回取引額に、消費税を合計したものをヘッダーの消

費税に反映します。内容に不具合があれば内容が表示されます。 

 

 

明細上での操作 

・請求入力 伝票日付入力 

日付を入力する場合、その項目上でダブルクリックすることで日付入力ができます。 

 

該当する日付をクリックで明細にセットされます。 

 

・請求送信履歴 

請求アップロード画面で「請求送信履歴」をクリック 

 

当日の履歴が表示されます。 

過去の履歴を参照する場合は上段の日付（▼をクリックするとカレンダーが表示されますので
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該当する日付をクリックしてください）をセットして「検索」をクリックしてください 

 

 

・システムに更新がある場合 

システム起動時、更新がある場合 

 

「はい」をクリックで更新処理が行われ終了すると新しいシステムが起動します。 

「いいえ」をクリックすると更新は行われず旧システムで起動します 

 

注）更新がある場合はサーバー側のシステムも更新されている可能性がありその場合「いいえ」

をクリックし旧システムを起動すると整合性がとれず起動しない（起動しても正しく動作しな

い）恐れがありますので通常は「はい」をクリックし更新を行ってください。 

 

注）更新バージョンは番号が飛ぶ場合や上記の動作が複数回行われる場合があります。 

  更新がなくなるまで続けてください。 
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一括発注システム（バッチ型） 

利用手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット受発注システム 
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【書式】  

  C:¥SEDIO_WEB¥webHACYU¥webSYSTEM.exe  パラメタ 1 ログファイル名 /E パ

ラメタ 2 ダウンロードファイル名 

      または 

  C:¥SEDIO_WEB¥webJYUCYU¥webSYSTEM.exe  パラメタ 1 ログファイル名 /E パ

ラメタ 2 ダウンロードファイル名 

   ※下線部分は固定 

【パラメタの説明】  

  パラメタ 1 [/B]または[/B1]または[/B2]または[/B3] (必須) 

   ・一括処理の指示(いずれかを必ず指示) 

     [/B]   アップロード処理（発注、蔵出・納期回答、請求） 

     [/B1]  ダウンロード処理（発注） 

     [/B2]  ダウンロード処理（蔵出・納期回答） 

     [/B3]  ダウンロード処理（請求） 

  

  [ログファイル名] (省略可)  

   ・実行時のログを出力するファイル(指定は任意)  

   ・フルパスで指定してください 

   ・空白を含んでいる場合はダブルコーテーション("")で囲んで指示する  

   ・指定が無ければログの出力は行いません。  

   ・ファイルは存在しなくてもよい(自動で作成します)ですがファイル  

    を作成するフォルダは存在しなければいけません。  

  

  [/E] (省略可)  

   ・指定した場合、ログファイルを上書きで作成します。  

   ・省略した場合、ログファイルに追加で書き込みます。  

   ・ログファイル名を指定した場合に有効  

  

  [パラメタ 2 [/A]または[/O]] (省略可)  

     [/A]  指定したダウンロードファイルに追加書き込み 

     [/O]  指定したダウンロードファイルを上書き 

   ・ダウンロードファイル名を指定した場合に有効  

 

  [ダウンロードファイル名] (省略可)  

   ・ダウンロード処理時にダウンロードした内容を出力するファイル（指定は任意） 

   ・フルパスで指定してください 

   ・空白を含んでいる場合はダブルコーテーション("")で囲んで指示する 

   ・ファイルは存在しなくてもよい(自動で作成します)ですがファイル  

    を作成するフォルダは存在しなければいけません。  
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【注意事項】  

  ・インストールしたシステムをメニューから起動し初回の認証(ログ  

   イン)を行ってください。行わない場合エラーとなり送信されません。  

  

【ログファイル出力 status の内容】  

   0 正常終了  

   1 ネットワークに接続されていません  

   2 インターネットに接続されていません  

   3 サーバに接続できませんでした  

   4 サーバーとの通信に失敗しました  

   5 アップロードフォルダが設定されていません  

   6 送信済みフォルダが設定されていません  

   7 アップロードするファイルがありません  

   8 メールアドレスが設定されていません  

   9 認証に失敗しました（ＩＤまたはパスワードが違います）  

  10 認証に失敗しました（事前に認証処理を行ってください）  

  11 ダウンロードフォルダが設定されていません  

  12 ダウンロードするファイルがありません 

  13 テキストファイルの書き込みに失敗しました  

  14 アップロードするレコードの総数が上限を超えています  
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アンインストール手順書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット受発注システム 
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「スタート」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」を実行してください。 

 

アンインストールしたいシステムをクリックしてください 

  発注システム → 「インターネット発注システム」 

  受注システム → 「インターネット受注システム」 

    （上記画像は受注システムをクリックしてます） 

 

 

「はい」をクリック 

 

 

「完了」をクリック 

アンインストール完了です。 
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添付資料 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

インターネット受発注システム 
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発注データ取込レイアウト

（11項目仕様）

№ 項目名 属性 設定 備考

1 発注先企業コード X(08) ◎ メーカーコードとのチェック

2 発注先名 N(20)

3 発注番号 X(08)

4 発注行番号 9(02) ソート用

5 商品ＪＡＮコード X（13) ○

6 商品品番・記号 X(20) ○

7 漢字商品名 N(20)

8 発注数量 9(07) ◎

9 単位 X(03)

10 明細摘要 X(10)

11 直送先コード X(10)

蔵出データ取込レイアウト

（24項目仕様）

№ 項目名 属性 設定 備考

1 電文タイプ X(01) 「空白」:タイプ１、3:タイプ３

2 発注企業名 X(40)

3 発注企業コード X(08) ◎

4 発注日 9(06) △ YYMMDD

5 発注番号 X(08) ○

6 発注行番号 9(02) ○

7 取引区分 X(02) ○ 店入、直送など

8 伝票日 9(06) YYMMDD

9 伝票番号 9(08)

10 伝票行番号 9(02)

11 商品JANコード X(13) △

12 商品品番・記号 X(20) ○

13 漢字商品名 N(20)

14 納入数量 9(07) 〇

15 単位 X(03) △

16 単価 9(08) 〇

V99 小数点以下２桁

17 金額 9(09) 〇

18 明細摘要 X(10) △

19 摘要 X(40) △ 直送の時

20 直送先コード X(10) △ 直送の時

21 直送先名 N(20) △ 直送の時

22 直送先郵便番号 X(08) △ 直送の時

23 直送先住所１ N(20) △ 直送の時

24 直送先住所２ N(20) △ 直送の時

どちらか必須登録

商品マスタとのチェック
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